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九州共立大学 
〇 

26 ―1st― 11 

● 
鹿屋体育大学 

18 ―2nd― 9 

８１ 20 ―3rd― 22 ６２ 

17 ―4th― 20 

 

開催場所：鹿屋体育大学  

試合区分：第 26回全九州大学バスケットボールリーグ戦 

試合期日：2019年 10月 20日(日)                  

試合時間：17：20～ 

ＣＣ：神丸 一裕 

Ｕ１：坂元 孝浩 

Ｕ２：水間 光亮 

 

第１クォーター 

九共大、＃１１久保田の３Ｐシュートで幕を開ける。九共大は＃３奥田のレイアップシュ

ート、＃４１河井のリバウンドシュートでリードに成功する。対する鹿体大は、＃２１池

浦を起点に食らいついていく。しかし、九共大＃８上田が２本連続で３Ｐシュートを決め、

鹿体大はたまらずタイムアウトを請求する。その後、鹿体大＃５迎のシュート、＃２櫻谷

が３Ｐシュートを決め、リズムを取り戻すが、失点を抑えられず、九共大が２６－１１、

１５点リードで第１クォーターを終える。 

第２クォーター 

追いつきたい鹿体大は、ディフェンスで粘りを見せ、さらに＃２１池浦がゴール下で強さ

を見せ得点する。さらに＃９長谷川が３Ｐシュートを決め、流れに乗る。九共大は、落ち

着いたプレイから＃２４ハッサンのジャンプシュート、＃８上田の３Ｐシュートを確実に

決めていく。終了間際には、九共大＃１１久保田が３Ｐシュートを沈め、４４－２０、九

共大が２２点のリードで前半を折り返す。 

第３クォーター 

開始早々、鹿体大＃９長谷川の３Ｐシュートを皮切りに、＃１２川尻が２度のバスケット

カウント、＃２櫻谷の３Ｐシュートと得点を重ね、点差を縮めていく。さらにオフェンス

リバウンドを取り、攻撃のチャンスを広げていく。対する九共大は、＃１１久保田、＃８

上田の３Ｐシュート、＃２４ハッサンのバスケットカウントでリズムを取り戻す。６４－

４２、リードは変わらず九共大で、最終クォーターへ。 

第４クォーター 

九共大の勢いは止まらず、＃１１久保田の３Ｐシュート、＃４１河井のバスケットカウン

トで得点を重ねていく。攻撃の手を緩めることなく、鹿体大のファウルを誘う。鹿体大は、

＃２１池浦を軸に得点していく。インサイドでは、＃１２川尻が意地を見せ３度のバスケ

ットカウントを沈めるも、追いつくことができず、８１－６２、九共大が１９点リードで

５勝目を挙げる。 

 

 

 


